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1991 年ASEV 年次大会(第t12回)が、6月20 日から23 日の日程で、アメリカ西海岸
ワシントン州シアトル市のWashingtoD State Convention & Trade Center で開

催された。
ASEV JAPAN は、この年次大会に代表使節団を派連することとし、会員にその参

加を呼びかけた所、参加者名簿に示したように、現地参加者3名を含め、嶋谷会長

を団長とする、27 名の代表使節団を形成することができた。

ここに日程に従い、その行動内容を報告する。
6月20 日(木)、 13:00 新東京国際空港南ウイングに集合、場所をVIP ルームに移

し、結図式u 嶋谷団長の挨拶、ビールで乾杯、自己紹介、横塚エグゼクティブディ
レクターの日程説明、ジャパンアメニティトラベル添乗員瀬戸氏から旅行に関
する注意事項があり、省意義な使節・研修旅行になるように饗い、結団式を終了。

UA-828 にてサンフランシスコに向けて、16:30 離陸。エコノミークラスの狭い
座席に苦労した団員もあったが、機内食に満足、映画を見ながら就寝。

同日(20 日)、現地時間9:30 にSan Francisco International Airport 到着、入

国審査、税関チェックを受け、続いて、11:30 発UA-1760 に乗り継ぎ、目的地シアト
ルに向け約2時間、 Seattle-Tacoma International Airport に到着、小雨降る肌
寒いシアトルに驚かされた。
到着後直ちにパスにてシアトル入り、常会登録を済ませ、ワシントン大学構内、

ワシントン湖の船舶用水門(Ship Cana l)・魚道施設(Fish Ladder) を見学、ダウ

ンタウンにある Seattle Sheraton Hotel & Towers に入る。
翌6月21 日{金)、ワイナリ一見学のためワシントン湖にかかる珍しい浮橋Ever

green Point Floating Bridge を渡り、シアトル市北方のW∞dinville にある観
光ワイナリー的な Cha teau Ste. 目ichelle Winery とそれに隣接する Columbia
linery を見学。ワイン用ブドウはもっぱらカスケード:'U.I脈(Cascade Range) を
越えたColumbia Va l1ey およびYakima Valley から運ばれるu ワイナリー併設の
ブドウ聞は凍害・霜害で全滅状態であったu

当夜、ホテル内でASEV 役員を招待してのパーティー、英語での自己紹介。同泊ロ
翌6月22 日(士入学会参加、聞き慣れない英語の発表、TechnicalAbstracts を

読み納得。同時開催されているブドウ栽培・ワイン醸造関係機器の展示会場へ。
約100 ブースがあり、関係する小物からボトリングライン、分析機器類と展示は
豊富で、団員はそれぞれ英語を駆使して熱心な質問を展開していた。同泊。
翌6月23 日(日)、11 :30 発UA-U15 にて空酪サンフランシスコへ。離陸が遅れ、

15:00 にシスコ着。霧に煙った肌寒いシスコ o 時間的制約があったため、市内展
望の名所Twin Peaks で写真撮影のみ、Fishermans 曹harf を通り抜け、GoldenGate
Bridge を見て、一路ナパ』こ直行o The Chateau Hotel へu ナパ所在の南九州コカ

系のSilverado Hill Cellars 寄贈のワインと網焼きステーキで夕食。
翌6月21 日(月)、Napa Valley のLouis M.lartini Winery およびHess Collecti 
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on 育lllery 、Sonoma Valley!: あるサントリー系のChateau St.Jean Winery を見

学研修。パスにてサンフランシスコへυS. F Hil ton Hotel 泊。

翌日月 25 日(火)、1l:lO 発UA-819 で帰国の途へり

翌6月 26 日(水)、日本時間1~:55成田着。解閉式リ事披 0 、全員無事。

日程的には 7日間であったが、中間に士・日があり、忙しい使節団であった。

ブドウ栽培に関係する開員からはVineyard の本格的な見学ができず、わずかに

Chateau St.Jean Winery における福田氏の説明のみで、期待外れとの評あり、

次回への反省点、として記録して胃くり

ASEV JAPAN 代表使節伺参加者名簿 ()眠不問敬称略)

団長嶋谷幸雄 サントリー摂

嶋谷 fjB子
横塚弘毅
山川祥秀

網倉菊雄

飯沼芳彦

清水克次郎

福田和治

白田重明
夏目敏麿

高原章年

建入一夫

馬耀幸則

有泉一征

小谷裕一
山崎浩孝
佐藤俊夫

鳥村公宏

小木曾秀使

井関渉

内田多加夫

内田四郎

雨宮義人

小宮山美弘

(現地参加)川辺久之

(現地参加)高橋利郎

(現地参加)福田保司

添乗員瀬戸ー伸

山梨大学

山梨大'芋

日世摂甲府工場

敷島醸造緊

サントネージ 1 ワイン繁

明アルプス

間朝日目Iワイン

緊東北安田鉄[所

フジッコワイナリー緊

開岩の原葡萄閑

燃はこだてわいん

メルシャン緊

ER たんごワイナリー

ヲ.笠ワイン腎
北海道ワイン緊
北海道ワイン緊

池田町ブドウ・ブドウ酒研究所

池田町ブドウ・ブドウ酒研究所

白百合醸造摂

白百合醸造問

まるき葡萄酒照
山梨県仁業技術センター

南九州ゴカコーラポトリシグ緊

国税庁醸造試験所

サントリー摂
緊ジャパン-y メニティトラベル

(記録山川祥秀)

- 97-


